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まちの話題
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
、
６

月
11
日
、
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ

ブ
（
中
井
宗
雄
会
長
、
会
員
25
人
）

か
ら
、
町
に
65
万
円
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

郷
土
明
和
町
・
町
民
の
皆
さ
ん
と

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
、

本
年
６
月
に
町
民
有
志
の
皆
さ
ん

で
発
足
。
こ
の
た
び
は
、
同
ク
ラ

ブ
の
活
動
ス
タ
ー
ト
を
記
念
し

て
、
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後

も
会
員
募
集
を
行
い
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
活
動
を
毎
年
行
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
副
会
長

の
下
井
清
史
さ
ん
・
土
屋
　
忠
さ

ん
、
松
井
彰
二
さ
ん
が
来
庁
。
町

長
に
、
寄
付
金
を
手
渡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
、
町

内
各
所
へ
の
防
犯
灯
設
置
、
そ
し

て
学
校
図
書
の
購
入
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ありがとうございました

安全・安心のまちづくりや
学校図書購入に役立てて

明和サンライズクラブから町に65万円寄付

池にメダカを放流する児童たち

町長に寄付金を手渡す下井副会長（写真右から２人目）

修
正
小
学
校
の
児
童
た
ち
と

メ
ダ
カ
１
０
０
０
匹
を
放
流

有
爾
中
区
緑
の
会
の
皆
さ
ん

６
月
12
日
、
有
爾
中
地
内
の
池

で
、
修
正
小
学
校
の
児
童
た
ち
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
メ
ダ
カ
の
放

流
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
地
域
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
と
も
に
メ
ダ

カ
の
生
態
な
ど
を
学
ぼ
う
と
、
有

爾
中
区
緑
の
会
（
瀬
田
　
明
会
長
、

会
員
約
１
３
０
人
）
が
行
っ
た
も

の
で
す
。
同
会
で
は
、
修
正
小
学

校
近
く
の
農
地
に
人
工
池
を
造
成

し
、
こ
の
日
の
放
流
用
に
約
１
０

０
０
匹
の
メ
ダ
カ
を
準
備
し
ま
し

た
。メ

ダ
カ
の
放
流
に
は
、
修
正
小

学
校
の
全
児
童
が
参
加
。
児
童
た

ち
は
、
タ
モ
を
使
っ
て
丁
寧
に
少

し
ず
つ
、
メ
ダ
カ
を
放
流
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
５
年
生
児
童
と
保

護
者
・
有
爾
中
区
緑
の
会
の
皆
さ

ん
が
え
さ
や
り
な
ど
を
行
い
、
メ

ダ
カ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。町制50周年ロゴマークが、このほど決

まりました。

ロゴマークは、地元デザイナーの辻　美

穂さん（大淀）に無償制作していただいた

もので、町制50周年の文字と、町の花

「ノハナショウブ」をあしらったものです。

町では、今後広報や各種事業のパンフレ

ットなどに使用していきます。

町制50周年ロゴマークが決まりました
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瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

入
江
正
和
さ
ん

（
北
藤
原
）

昭
和
28
年
に
県
警
察
官
と
な

り
、
四
日
市
警
察
署
や
本
部
白
バ

イ
隊
・
機
動
隊
な
ど
で
勤
務
し
、

主
に
交
通
部
門
で
地
域
の
防
犯
と

安
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
」

の
委
嘱
を
受
け
、
町
内
の
各
小
学

校
を
巡
回
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

入
江
さ
ん
と
福
間
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

町
内
の
全
自
治
会
長
が
集
い
、

町
行
政
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
全
町
自
治
会
長
会
が
５
月
29

日
、
中
央
公
民
館
大
集
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
、
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
各
課
長
の
紹
介
と

町
の
事
務
・
事
業
の
説
明
の
後
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
な
ど
に
対
す

る
回
答
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
、
熱
心
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

会
議
の
後
、
町
行
政
の
関
係
施

設
で
あ
る
伊
勢
広
域
環
境
組
合
清

掃
工
場
、
斎
宮
調
整
池
を
見
学
し
、

事
業
現
場
の
現
状
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
町
自
治
会
長
会

事
務
の
説
明
や

事
業
現
場
見
学
な
ど

入
江
さ
ん

まちの話題
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

福
間
さ
ん

全
町
自
治
会
長
会
の
様
子

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

福
間
英
夫
さ
ん（

明
星
）

昭
和
40
年
に
自
衛
官
と
な
り
、

長
年
に
わ
た
り
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
人
に
授
与
さ
れ

る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
で
、
こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
か
ら
次
の
お

２
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

６
月
号
３
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
話
題

「
春
の
叙
勲
　
南
野
さ
ん
が
旭
日

双
光
章
を
受
章
」
の
記
事
で
、
本

文
中
「
〜
昭
和
50
年
か
ら
上
御
糸

土
地
改
良
区
理
事
・
〜
」
は
「
〜

昭
和
58
年
か
ら
上
御
糸
土
地
改
良

区
理
事
・
〜
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ふるさとの夏祭り・伝統行事

大淀海岸キャンプ場安全祈願祭

■と　き ７月６日P 午前10時30分～

■ところ 大淀海岸キャンプ場

上村の天王祭

■と　き ７月12日V 午後５時～

■ところ 上村地内

算所の祇園祭

■と　き ７月12日V 午後７時～

■ところ 算所地内

有爾中の羯鼓踊り

■と　き ７月13日P 午後１時～

■ところ 宇爾桜神社

蓑村の虫送り

■と　き ７月13日P 午後７時～

■ところ 蓑村地区

坂本の天王祭

■と　き ７月14日Q 午後７時～

■ところ 坂本神社

大淀祇園祭と花火大会

■と　き ７月26日V 午後１時～11時

※雨天の場合は７月27日P

■ところ 大淀全域・大淀漁港

山
口
県
・
京
都
府
で
の
勤
務
を
経

て
、
東
京
都
の
自
衛
隊
中
央
病
院

内
の
養
成
所
で
、
放
射
線
技
師
の

技
術
を
学
び
ま
し
た
。

昭
和
50
年
以
降
は
、
県
内
の
明

野
駐
屯
地
明
野
航
空
学
校
総
務

部
・
久
居
駐
屯
地
業
務
隊
衛
生
科

で
、
放
射
線
技
師
と
し
て
衛
生
部

入
江
さ
ん
は
受
章
に
あ
た
り

「
身
に
あ
ま
る
こ
と
で
、
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
職

務
と
使
命
を
、
忠
実
に
守
っ
て
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

門
を
担
当
。
長
年
に
わ
た
り
、
自

衛
隊
員
の
健
康
管
理
に
従
事
さ
れ

ま
し
た
。

福
間
さ
ん
は
受
章
に
あ
た
り

「
約
35
年
間
、
自
衛
官
と
し
て
防

衛
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
の
受
章
を
、
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

７
日
　
前
夜
祭

７
日
の
夕
刻
か
ら
、
斎
宮
歴
史
博

物
館
を
会
場
に
「
前
夜
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
事
業
所
な
ど
が
特
産
品

を
販
売
す
る
「
斎
王
市
」
の
ほ
か
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
明

和
太
鼓
・
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
に

続
き
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
県
立
松
阪
商

業
高
等
学
校
ギ
タ
ー
部
が
演
奏
。
ギ

タ
ー
の
美
し
い
音
色
が
会
場
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
火
起
こ
し
の
儀
で
点
火
さ

れ
た
か
が
り
火
が
と
も
る
中
、
本
年

の
斎
王
役
を
務
め
る
曽
根
理
都
子
さ

ん
（
伊
勢
市
）
の
ほ
か
、
斎
王
群
行

の
配
役
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

に
斎
王
が
登
場
す
る
と
、
会
場
を
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
、
平
安
絵
巻
の
幻
想

的
な
衣
装
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
も
、

盛
ん
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

忘
れ
て
い
た
日
本
に
逢
え
る

斎
王
ま
つ
り
に
５
万
人
の
人
出

会場に響きわたる明和太鼓

子どもたちが斎王（いつき）の舞を披露松阪商業高等学校ギター部の皆さんの演奏

火
起
こ
し
の
儀

浦
安
の
舞

幻
想
的
な
音
色
の
雅
楽

第
26
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６
月
７
・
８
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
は
、
延
べ
５
万
人
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
表
）
の
見
物
客
が
訪
れ
、

各
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

斎
王
群
行
の
配
役
紹
介

ステージに登場した斎王
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まちの話題
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

８
日
　
斎
王
群
行

８
日
は
、
斎
王
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
行
事
「
斎
王
群
行
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
上
園
芝
生
広
場
で
業
平
夢
太
鼓
な
ど
の
演
奏
が
一
行
を
出
迎
え
、

祓
川
の
真
水
で
斎
王
が
身
を
き
よ
め
る
「
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
儀
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
「
鎮
魂
（
ち
ん
こ
ん
）
の
儀
・
発
遣
（
は
っ
け
ん
）
の
儀
」
に
続

い
て
、
約
１
５
０
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
斎
王
群
行
」
が
斎
宮
歴
史
博
物
館

に
向
け
て
出
発
。
十
二
単
（
ひ
と
え
）
に
身
を
ま
と
っ
た
斎
王
が
、
葱
華
輦

（
そ
う
か
れ
ん
）
と
い
う
輿
（
こ
し
）
に
乗
り
、
参
宮
街
道
を
経
由
し
て
博

物
館
ま
で
、
約
１
・
７
㌔
の
道
の
り
を
厳
か
に
群
行
し
ま
し
た
。
沿
道
に
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
り
と
、
幻
想

的
な
王
朝
絵
巻
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
心
配
さ
れ
て
い
た
天
候
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
終
日
た
く
さ
ん

の
人
出
で
、
会
場
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

上園芝生広場に集まった斎王群行出演者の皆さん

斎
王
群
行

会
場
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

ご
み
を
分
別
回
収

斎王の禊（みそぎ）の儀

た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
斎
王
市

明和中学校生徒の皆さん吹奏楽演奏

発
遣
（
は
っ
け
ん
）
の
儀
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K

くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
新
し
い
健
診

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

老
人
保
健
法
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
基
本
健
康
診
査
」
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
新
し
い
健
診
と
し
て
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。

腹
囲
測
定
や
採
血
な
ど
の
「
特
定
健
康
診
査
」
と
、
そ
の
健
診
結
果
を
も
と
に
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

と
日
常
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
「
特
定
保
健
指
導
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
体
系
や
、
事
務
の
流
れ
な
ど
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

目
的
・
実
施
主
体
は

生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
有
病
者
や
そ
の
予

備
群
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
の
死
亡
原
因

に
占
め
る
割
合
は
、
約
６
割
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
に
着
目
し
た
健
康
診
査

で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
未
然
に

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
政
府
・
組
合
管

掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の

各
医
療
保
険
者
が
実
施
し
ま
す
。

年
齢
・
医
療
保
険
者
別
の
健
診

実
施
体
系
・
問
い
合
わ
せ
先
に
つ

い
て
は
、
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
明
和
町
国
民
健
康
保
険

と
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
健
診
・
受
診
券
発
送
な
ど

事
務
の
流
れ
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政
府
・
組
合
管
掌
健
康

保
険
、
共
済
組
合
な
ど
、

生
活
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
に
つ
い
て
、
政
府
管
掌
健
康
保

険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

は
、
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
活
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
長
寿
健
康
課
健
康
推
進
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特

定

健

康

診

査

65
歳
以
上
の
人

生
活
機
能
評
価
を

同
時
に
受
け
ま
し
ょ
う

65
歳
以
上
の
人
は
「
特
定
健
康

診
査
」
と
「
生
活
機
能
評
価
」
を

同
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
機
能
評
価
と
は
、
心
や
体

の
働
き
だ
け
で
な
く
、
生
活
を
送

る
上
で
の
機
能
全
体
（
生
活
機
能
）

が
低
下
し
て
い
な
い
か
を
評
価
す

る
た
め
の
健
診
で
す
。

生
活
機
能
評
価
を
受
診
す
る
に
は

■
対
象

65
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
を
除
く

■
受
診
場
所

県
内
の
医
療
機
関

20〜39歳の人 40〜74歳の人 75歳以上の人

特定健康診査の実施体系・問い合わせ先

各年齢共通事項：職場で「事業者健診」がある場合は、必ず職場の健診を受けましょう。

保険証の「医療保険者名」をご確認ください。

組合管掌健康保険、政府
管掌健康保険、船員保険、
共済組合など

明和町国民健康保険 三重県後期高齢者医療
広域連合

年に３回、若人健診を行っ

ています。

※若人健診＝特定健康診査
　に準じる内容の健康診査

【問い合わせ先】
　明和町長寿健康課
　電話  52-7116

加入している医療保険者が

実施する特定健康診査を受

けることができます。

【問い合わせ先】
　各医療保険者

明和町国民健康保険が実施

する特定健康診査の対象と

なります。

【問い合わせ先】
　明和町長寿健康課
　電話  52-7116

三重県後期高齢者医療広域
連合が実施する長寿医療健
康診査を受けることができ
ます。
【問い合わせ先】
　三重県後期高齢者医療広
　域連合
　電話  059-221-6884
　明和町長寿健康課
　電話  52-7116
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７月の日曜（窓口）開庁予定日

６・13・20・27日の各日曜日

町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。

日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明書の発行や各種申請書の受付事

務などを行っています。

■７月の日曜（窓口）開庁予定日 ６日、13日、20日、27日（各日曜日）

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきます。ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯に

お配りしました日曜（窓口）開庁取扱事務案

内チラシか、町ホームページ（\http://www.

town.meiwa.mie . jp）をご覧いただき、事前に

ご確認くださいますようお願いします。

※詳しくは、政策課（]52・7112）へお問い合

わせください。

KK

くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

特

定

保

健

指

導

■
受
診
期
間

８
月
〜
12
月

■
受
診
方
法

長
寿
健
康
課
か
ら

受
診
券
と
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
受
診
券
を
持
参
し
医
療
機

関
で
受
診

■
費
用

無
料

※
生
活
機
能
評
価
の
結
果
に
よ
っ

て
、
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ

た
人
は
、
生
活
機
能
向
上
と
介
護

予
防
を
目
的
と
し
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
は

つ
ら
つ
教
室
（
運
動
・
栄
養
・
口

腔
な
ど
に
つ
い
て
の
教
室
）」
や
、

保
健
師
な
ど
の
訪
問
相
談
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
長
寿
健
康
課
高
齢
者
福
祉

係
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
医
療
保
険
者
が

３
つ
の
階
層
で

指
導
・
支
援

特
定
健
康
診
査
の
受
診
後
、
個

人
の
健
診
結
果
に
合
わ
せ
て
「
特

定
保
健
指
導
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る

人
に
は
、
健
診
結
果
に
よ
っ
て
３

つ
の
階
層
に
分
類
し
、
各
医
療
保

険
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ

た
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
で

「
積
極
的
支
援
」
ま
た
は
「
動
機

付
け
支
援
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、

長
寿
健
康
課
か
ら
「
特
定
保
健
指

導
利
用
券
」
が
届
き
ま
す
の
で
、

長
寿
健
康
課
の
保
健
師
に
よ
る
健

康
支
援
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

指
導
の
種
類

対
象
者
と
内
容

情
報
提
供

■
健
診
受
診
者
全
員

頻
度
＝
年

１
回
、
支
援
形
態
＝
受
診
医
療

機
関
か
ら
健
診
結
果
の
返
却
時

動
機
付
け
支
援

■
健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
人

頻
度
＝
面
接
に
よ
る

１
回
の
保
健
指
導
、
生
活
習
慣

の
支
援
と
６
か
月
後
に
健
康
状

態
を
確
認
、
支
援
形
態
＝
個
別

面
接
や
健
康
教
室

積
極
的
支
援

■
健
康
の
保
持
に
積
極
的
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
人

頻
度
＝
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
に
よ

る
保
健
指
導
を
３
か
月
以
上
継

続
し
て
実
施
し
、
初
回
面
接
か

ら
６
か
月
後
に
健
康
状
態
を
確

認
、
支
援
形
態
＝
個
別
面
接
・

グ
ル
ー
プ
面
接
・
健
康
教
室
や

電
話
相
談
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
継
続
的
に
実
施

◇
　
　
　
　
　
◇

※
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
長
寿
健

康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）
、
ま

た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

明和町国民健康保険・三重県後期高齢者医療広域連合の特定健康診査の事務の流れ    

明  和  町

国民健康

保　　険

三  重  県
後　　期
高  齢  者
医　　療
広域連合

医療保険者 個別健診 集団健診 一部負担金

県内の医療
機関（三重
県医師会）

県内の医療
機関（三重
県医師会）

保健福祉セ
ンター

未定

受診券の発送

個別健診
　1,000円
集団健診
　　500円

個別健診
住民税課税
　　500円
住民税非課税
　　200円

７月下旬に
長寿健康課
から発送

８月上旬以
降に三重県
後期高齢者
医療広域連
合から発送

受診期間

個別健診
　８〜12月
集団健診
詳細決定次第
広報で案内
個別健診
　８〜12月

受診の方法

受診券・保
険証・質問
票を持参し
て受診

受診券・保
険証・質問
票を持参し
て受診

問い合わせ先

明和町長寿健康課
  電話  52-7116

三重県後期高齢者医療
広域連合
  電話  059-221-6884
明和町長寿健康課
  電話  52-7116
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くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

K

国　　民
健康保険

平
成
20
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
創
設
や
税
率
の
見
直
し
な
ど

病
気
や
け
が
の
治
療
に
か
か
る
医
療
費
は
、
病
院
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
分
、
国
・
県
・
町
の
補
助
金
、

そ
し
て
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
を
地
域
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度

の
保
険
料
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
も
、
介
護
分
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
支
え
る
大
き
な
財
源
で
あ
り
、
安
定
し
た
医
療
給
付
と
事
業
運

営
を
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
改
正
後
の
税
率
に
よ
っ
て
平
成
20
年
度
の
年
税
額
を
決
定
し
、
７
月
中
旬
に
被
保
険
者
の
世
帯
主
に
通

知
し
ま
す
。

改
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

税
額
の
算
定
に

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

を
創
設

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
に
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

が
加
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
「
医
療
分
」
の
中
に
老
人
保

健
制
度
に
係
る
費
用
負
担
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

と
し
て
明
確
化
し
、
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
健

康
保
険
税
の
算
定
は
、
従
来
の

「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
」（
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
）
に
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」
を
加
え
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
内
容
は
、
年
齢
に
応
じ
て
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
で
の

負
担
内
容

■
40
歳
未
満
の
人

医
療
分
＋
後

期
高
齢
者
支
援
金
分

■
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

医

療
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
＋
介
護
分

■
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

医

療
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

税
率
と
賦
課
限
度
額
を

見
直
し

年
々
、
医
療
費
や
介
護
費
用
が

増
加
し
て
き
た
た
め
、
明
和
町
国

民
健
康
保
険
の
財
政
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
は
後
期

高
齢
者
支
援
金

分
の
創
設
、
生

活
習
慣
病
予
防

の
た
め
特
定
健

康
診
査
・
特
定

保

健

指

導

な

ど
、
新
規
保
健

事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
、

新
た
に
国
民
健

康
保
険
税
で
負

担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
医
療

保
険
制
度
の
持

続
的
か
つ
安
定

的
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険

税
率
と
賦
課
限
度
額
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
医
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
で

支
え
る
相
互
扶
助
の
制
度
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

税
率
等
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。後

期
高
齢
者
医
療
の

創
設
に
よ
る
経
過
措
置

平
成
20
年
４
月
以
降
、
75
歳
以

上
の
人
は
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い

た
医
療
保
険
か
ら
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
、
新
制
度
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
保
険
税
の
負
担

が
急
に
増
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

c

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
世
帯
で
、
75
歳
以
上
の
人
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
、

引
き
続
き
75
歳
未
満
の
人
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

①
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減
措

置

が

あ

り

ま

す

（

５

年

間
）
。
＝
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
し
た
人
を
含
め
た
人

数
と
所
得
に
よ
り
、
保
険
税
の

軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。

②
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）
が
半

額

に

な

り

ま

す

（

５

年

間
）
。
＝
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
１
人
だ
け
の
場
合

は
、
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

c

75
歳
以
上
の
人
が
、
会
社
の
健

康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
扶
養
家

族
で
あ
っ
た
65
歳
以
上
の
被
扶
養

者
（
「
旧
被
扶
養
者
」
と
い
い
ま

す
。
）
が
新
た
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合

所　得　割

資　産　割

均　等　割

平　等　割

賦課限度額

所　得　割

資　産　割

均　等　割

平　等　割

賦課限度額

所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
賦課限度額
所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
賦課限度額
所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
賦課限度額

　　5.00％

　 45.00％

   25,000円

   35,000円

530,000円

     0.70%

     7.90%

   4,100円

   3,600円

90,000円

       4.67%
     32.00%
   23,500円
   22,000円
470,000円
       1.25%
        8.05%
      6,500円
      5,200円
120,000円
       1.00%
        7.90%
      7,000円
      4,300円
   90,000円

医
療
分

介
護
分

医
療
分

介
護
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

改正前【平成19年度】 改正後【平成20年度】
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くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

K

申
請
（
国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
手
続
き
時
）
に
よ
っ
て
、
次
の

保
険
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
２
年
間
）。
＝
①
旧
被
扶
養
者
に

係
る
所
得
割
・
資
産
割
が
賦
課
さ

れ
ま
せ
ん
。
②
旧
被
扶
養
者
に
係

る
均
等
割
（
１
人
当
た
り
）
が
半

額
に
な
り
ま
す
（
す
で
に
７
割
・

５
割
軽
減
の
該
当
に
な
っ
て
い
る

世
帯
は
除
き
ま
す
）
。
③
旧
被
扶

養
者
だ
け
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
平
等
割

（
世
帯
当
た
り
）
が
半
額
に
な
り

ま
す
（
す
で
に
７
割
・
５
割
軽
減

の
該
当
に
な
っ
て
い
る
世
帯
は
除

き
ま
す
）。

２
割
軽
減
の
申
請
が

不
要
に

所
得
の
合
計
額
が
一
定
以
下

で
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
世
帯
に
は
、
国
民
健
康
保

険
税
額
が
減
額
さ
れ
る
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
軽
減
制
度
に
は
７
割
・
５

割
・
２
割
の
３
種
類
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
２
割
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
、
今
ま
で
は
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

２
割
軽
減
の
該
当
と
な
る
世
帯

に
は
、
７
割
・
５
割
軽
減
と
同
様

に
、
自
動
的
に
軽
減
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

年
金
受
給
者
の

経
過
措
置
が
廃
止

平
成
18
年
度
に
公
的
年
金
等
控

除
額
の
見
直
し
が
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で

65
歳
以
上
（
昭
和
15
年
１
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
年
金
所
得
者
で
、

平
成
16
年
中
も
公
的
年
金
収
入
が

あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
税
を
算
定
す
る
際
の
年
金

所
得
か
ら
平
成
18
年
度
は
13
万
円

を
、
平
成
19
年
度
は
７
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
控
除
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
こ
の
控
除

が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
＝

税
務
課
（
H
52
・
７
１
１
３
）

■
国
民
健
康
保
険
の
制
度
全
般
に

つ
い
て
＝
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）

■
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
に
つ

い
て
＝
収
税
対
策
室
（
H
52
・

７
１
４
３
）

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

担
い
手
へ
利
用
集
積
・
流
動
化
の

促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
人
は
、

町
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
持
っ
て
い
る
人

②
だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が

相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
人

③
だ
れ
か
に
農
作
業
の
委
託
を
依

頼
し
た
い
人

④
離
農
す
る
人

◇
　
　
　
　
　
◇

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

め
切
り
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
10
月
末
公
告
分
＝
８
月
15
日
ま

で農
地
の
標
準
小
作
料
を

改
訂
し
ま
し
た

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

賃
貸
借
契
約
の
目
安
と
す
る
標
準

小
作
料
（
適
用
始
期
＝
平
成
20
年

５
月
15
日
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の

町
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園

教
育
の
普
及
と
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
私
立
幼
稚
園
に

就
園
し
て
い
る
３
〜
５
歳
児
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
保
育

料
負
担
を
軽
減
す
る
「
私
立
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
、

こ
の
事
業
の
認
定
範
囲
を
縮
小
し

年
額
）
を
、
次
の
と
お
り
改
訂
し

ま
し
た
。

◎
田
の
部

①
上
田
（
ほ
場
整
備
田
）
＝
１
万

４
０
０
０
円

②
中
田
（
未
整
備
田
）
＝
１
万

２
０
０
０
円

③
下
田
（
低
収
穫
地
）
＝
９
０
０

０
円

④
特
殊
田
（
施
設
園
芸
用
地
な

ど
）
＝
標
準
額
を
定
め
な
い

◎
畑
の
部

①
上
畑
＝
６
５
０
０
円

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
育
料

負
担
の
軽
減
を
認
定
す
る
範
囲
の

上
限
が
「
町
民
税
の
所
得
割
課
税

額
18
万
３
０
０
０
円
以
下
の
世

帯
」
か
ら
「
町
民
税
の
所
得
割
が

非
課
税
と
な
る
世
帯
」
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育

課
（
H
52
・
７
１
２
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
か
ら

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
を
縮
小

町
教
育
委
員
会

農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

町
農
業
委
員
会

②
中
畑
＝
５
５
０
０
円

③
下
畑
＝
４
０
０
０
円

④
特
殊
畑
（
樹
園
地
な
ど
）
＝
標

準
額
を
定
め
な
い

◇
　
　
　
　
　
◇

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
町

農
業
委
員
会
事
務
局
（
H
52
・
７

１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

国民年金

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど

国
民
年
金
の手

続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を
離

職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

▽
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
（
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
）

▽
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
（
年
収
１
３
０
万
円
未
満
）

◇
　
　
　
　
　
◇

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
「
国
民
年
金
被
保
険

者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険
者

該
当
）
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え

て
、
役
場
長
寿
健
康
課
保
険
年
金

係
、
ま
た
は
松
阪
社
会
保
険
事
務

所
（
松
阪
市
宮
町
17
―
３
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
４
４
１
０
円
で

す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、
保
険
料
の
免
除
・
一
部

納
付
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
・
一
部
納
付

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
、

ま
た
は
４
分
の
１
・
半
額
・
４
分

の
３
の
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。

ま
た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除

の
場
合
は
３
分
の
１
が
、
一
部
納

付
の
場
合
は
一
部
が
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入

り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
受

給
額
に
つ
い
て
は
、

そ
の
計
算
に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

学
生
の
人
で
、

本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
手
続
き
や
保
険
料

免
除
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

役
場
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）、
ま
た
は
松

阪
社
会
保
険
事
務
所
（
H
０
５
９

８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全額免除・若年者納付猶予は
毎年度の申請が不要

国民年金保険料の「全額免除」と「若年者納

付猶予」の手続きに限り、前年度に承認を受け

ている人が、その翌年度も引き続き申請を希望

する場合、改めて申請書を提出する必要はあり

ません。

ただし、その審査のため所得の申告などをし

ていただく必要はあります。

また、失業、震災・風水害・火災による損害

を理由とする場合は、いずれの場合も申請手続

きが必要となります。

保
険
料
の
免
除
・
一
部
納
付
、
猶
予
制
度
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くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

統
計
調
査
員

登
録
者
を
募
集

町
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
や
工
業

統
計
調
査
な
ど
）
で
、
調
査
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

統
計
調
査
員
を
希
望
す
る
人

に
、
あ
ら
か
じ
め
「
登
録
調
査
員
」

と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
各

種
統
計
調
査
実
施
の
際
に
調
査
へ

の
従
事
を
お
願
い
し
、
統
計
調
査

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
統
計
調
査
員
の
仕
事

①
調
査

員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
（
説
明

会
）
出
席
、
②
担
当
調
査
区
の

範
囲
と
調
査
対
象
の
確
認
、
③

調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

（
記
入
方
法
の
説
明
）
④
記
入

さ
れ
た
調
査
票
の
回
収
、
⑤
集

め
た
調
査
票
の
検
査
・
整
理
、

⑥
調
査
票
な
ど
の
調
査
関
係
書

類
の
提
出

■
統
計
調
査
員
の
身
分
・
待
遇
な

ど

①
統
計
調
査
員
は
、
調
査

実
施
の
都
度
任
命
さ
れ
る
非
常

勤
の
公
務
員
で
す
。
②
統
計
調

査
員
に
は
、
統
計
調
査
の
活
動

に
対
す
る
対
価
と
し
て
、
報
酬

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
統
計
調
査
に
お
け

る
算
出
基
準
や
、
受
け
持
ち
件

数
な
ど
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
③
統
計
調
査
員
が
調
査

活
動
中
に
災
害
に
あ
っ
た
場
合

は
、
法
令
な
ど
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
公
務
災
害
補
償
が
適
用

さ
れ
ま
す

■
応
募
資
格

①
町
内
に
居
住
し

調
査
活
動
が
で
き
る
人
、
②
選

挙
・
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係

の
な
い
人
、
③
調
査
で
知
り
得

た
こ
と
な
ど
、
秘
密
の
保
護
が

で
き
る
人

■
登
録
受
付
期
間

随
時
受
け
付

け
■
応
募
方
法

役
場
総
務
課
情
報

係
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
申
込

書
を
お
送
り
し
ま
す
（
申
込
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）
。
申
込
書
記
入
の
う
え

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
統
計
調
査
は
、
常
時
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登

録
さ
れ
て
い
て
も
調
査
を
お
願
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
総
務
課
情
報

係
（
H

52
・
７
１
１
１
、
N

s
o
u
m
u
@
t
o
w
n
.m
ie
-

m
e
i
w
a
.
l
g
.
j
p

、

\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.

m
e
i
w
a
.m
i
e
.j
p

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
平
成
21
年
度
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

①
事
務
職

員
＝
２
人
、
②
保
健
師
＝
１
人
、

③
保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教

諭
）
＝
４
人

■
受
験
資
格

事
務
職
員
＝
①
昭
和
58
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
卒
業
以
上
、
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
者
を
含

む
）、
②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

保
健
師
＝
①
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

健
師
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
21
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
人
、
②
採

用
後
通
勤
可
能
な
人

保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格

証
明
書
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免

許
状
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平

成
21
年
３
月
末
日
ま
で
に
両
方

を
取
得
見
込
み
の
人
、
②
採
用

後
通
勤
可
能
な
人

※
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
人
は
、
全
職
種
と
も
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
、
②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
、
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人
、
③
日

本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
ほ
か
の

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
日
・
場
所

①
一
次
試

験
＝
９
月
21
日
5
・
三
重
県
立

松
阪
工
業
高
等
学
校
、
②
二
次

試
験
＝
10
月
19
日
5
・
明
和
町

中
央
公
民
館

■
試
験
の
方
法

一
次
試
験
は
、

三
重
県
町
村
会
の
統
一
試
験
を

採
用
。
①
事
務
職
員
＝
一
次
試

験
（
教
養
試
験
）
、
二
次
試
験

（
作
文
・
面
接
）、
②
保
健
師
＝

一
次
試
験
（
教
養
試
験
・
専
門

試
験
）
、
二
次
試
験
（
作
文
・

面
接
）
、
③
保
育
士
（
兼
幼
稚

園
教
諭
）
＝
一
次
試
験
（
教
養

試
験
・
専
門
試
験
）
、
二
次
試

験
（
作
文
・
実
技
・
面
接
）

■
受
験
申
込
書
の
交
付

７
月
１

日
7
か
ら
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
、
総
務
課
で

交
付

※
受
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
表
面
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
希
望
（
受
験
職
種

明
記
の
上
）
」
と
朱
書
き
し
た
封

筒
に
、
Ａ
４
版
の
返
信
用
封
筒

（
１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
て
、

住
所
・
氏
名
・
受
験
職
種
を
記

入
）
を
必
ず
同
封
し
、
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
に
よ
る

申
込
書
請
求
は
、
十
分
に
時
間
的

な
余
裕
を
み
て
く
だ
さ
い
（
電
子

メ
ー
ル
で
の
請
求
・
申
し
込
み
は

不
可
）

■
受
験
申
込
書
の
受
付

７
月
１

日
7
〜
７
月
31
日
9
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
期
限
厳

守
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、
総
務
課
で
受
け
付

け
（
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
し

ま
せ
ん
）

■
合
格
発
表
（
一
次
試
験
）

合

否
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
験
者
全

員
に
文
書
で
通
知

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
H
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事
務
職
員
・
保
健
師
・

保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
を
募
集

受
験
申
し
込
み
は
７
月
31
日
ま
で
に

町職員の
採用試験
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町では、下水道事業啓発の一環として、町下水道協議会と共に「処理施設

の１日開放（見学会）」を、今年も下記のとおり行います。

皆さんの生活環境の向上はもとより、排水路や河川、そして伊勢湾の水質

改善のためにも、日ごろ皆さんのご家庭から出る排水がどのように浄化さる

のか、処理施設を見学して、下水道の必要性を再確認してみませんか。

参加は、各施設とも当日会場で受け付けします。また、当日は下水道啓発

グッズの配布・啓発ビデオの上映を予定しています。

■とき ８月３日P 午前10時～午後３時

■ところ　次の各施設です。

①農業集落排水　下御糸北処理場（北藤原602-5）・・・新下御糸漁港の西　　

側

②公共下水　明和浄化センター（斎宮3932-1）・・・笹笛川沿い斎宮のハナ

ショウブ群落西側

※詳しくは、上下水道課（H52・7120）へお問い合わせください。

８月３日に下水道処理施設の１日開放（見学会）

下御糸北処理場

明和浄化センター

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
平

成
20
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
の

開
催
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い

ま
す
。

①
夏
休
み
中
の
ミ
ニ
バ
ス
教
室

■
と
き

７
月
22
日
・
24
日
・
29

日
・
31
日
、
８
月
５
日
・
12

日
・
19
日
・
21
日
・
26
日
・
28

日
（
各
火
曜
・
木
曜
日
、
午
後

５
時
30
分
〜
８
時
）

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
３
〜

６
年
生
の
男
女

■
定
員

40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円
、
保
険

料
＝
７
１
０
円
（
振
み
込
み
手

数
料
２
１
０
円
を
含
む
）

■
募
集
期
間

７
月
１
日
7
〜
７

月
14
日
6

②
親
子
ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル

■
と
き

７
月
25
日
、
８
月
１

日
・
22
日
・
29
日
（
各
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
10
時
30
分
）

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館
柔
道
場

■
対
象
者

町
内
の
６
歳
（
年
長
）

〜
小
学
校
１
・
２
年
生
の
男
女

と
保
護
者

■
定
員

10
組
（
先
着
順
）

■
定
員

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円
、
保
険

料
＝
７
１
０
円
（
振
り
込
み
手

数
料
２
１
０
円
を
含
む
）

■
募
集
期
間

７
月
28
日
6
〜
８

月
11
日
6

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
明
和
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
体
育
館
内
）

（
H
52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

１
０
０
０
円
、
保
険

料
＝
子
ど
も
７
１
０
円
・
大
人

１
７
１
０
円
（
各
振
み
込
み
手

数
料
２
１
０
円
を
含
む
）

■
募
集
期
間

７
月
１
日
7
〜
７

月
15
日
7

③
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル

■
と
き

８
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
・
30
日
（
各
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
）

■
と
こ
ろ

斎
宮
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
１
〜

６
年
生
の
女
子

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円
、
保
険

料
＝
７
１
０
円
（
振
り
込
み
手

数
料
２
１
０
円
を
含
む
）

■
募
集
期
間

７
月
11
日
:
〜
25

日
:

④
柔
道
ス
ク
ー
ル

■
と
き

８
月
17
日
・
24
日
・
31

日
、
９
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日
、
10
月
５
日
・
12

日
・
19
日
（
各
日
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
）

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館
柔
道
場

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
１
年

生
〜
中
学
校
３
年
生
の
男
女

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
め
い
わ
が

部
員
を
募
集

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
め
い
わ
」
は
、

健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
行

う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
次
の

と
お
り
愛
好
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。ソ

フ
ト
バ
レ
ー
は
、
初
心
者
で

も
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

中
高
年
者
の
人
・
体
験
者
も
大
歓

迎
で
す
。

■
練
習
日
・
時
間

毎
週
火
曜
日

午
後
８
時
〜
９
時
45
分

■
練
習
場
所

総
合
体
育
館

■
代
表

片
山
　
進
さ
ん

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

片
山
　
進
さ
ん
（
有
爾
中
、
H

52
・
１
６
３
０
）
、
ま
た
は
磯

谷
正
彦
さ
ん
（
金
剛
坂
、
H

52
・
５
３
３
６
）

ヨ
ガ
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
募
集

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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伊
勢
市
西
豊
浜
町
の
伊
勢
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
小
学
生
を

対
象
に
夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル

教
室
を
開
講
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

①
夏
休
み
自
由
研
究
の
ア
ド
バ
イ

ス■
と
き

７
月
26
日
;

■
持
ち
物

筆
記
用
具

②
E
M
の
有
効
な
活
用
方
法
　
米

の
と
ぎ
汁
発
酵
液
、
ぼ
か
し
そ
の

ほ
か

■
と
き

７
月
27
日
5

③
紙
す
き
（
は
が
き
作
り
）
、
て

ん
ぷ
ら
の
廃
油
か
ら
せ
っ
け
ん
作

り■
と
き

８
月
２
日
;

■
持
ち
物

食
用
油
の
廃
油
を
牛

乳
パ
ッ
ク
に
３
分
の
１

④
鍋
帽
子
作
り
（
大
人
の
み
）

■
と
き

８
月
９
日
;

■
持
ち
物

裁
縫
道
具
、
ミ
シ
ン
、

ウ
ー
ル
地
、
キ
ル
ト
地
、
綿
代

２
０
０
円

⑤
紙
す
き
（
は
が
き
作
り
）
、
て

ん
ぷ
ら
の
廃
油
か
ら
せ
っ
け
ん
作

り

■
と
き

８
月
10
日
5

■
持
ち
物

食
用
油
の
廃
油
を
牛

乳
パ
ッ
ク
に
３
分
の
１

⑥
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き

８
月
23
日
;

■
持
ち
物

コ
ッ
プ
、
空
き
ビ
ン

【
各
教
室
共
通
事
項
】

■
開
講
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

（
８
月
９
日
;
は
、
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）

■
受
講
料

無
料
（
８
月
９
日
;

の
「
鍋
帽
子
作
り
」
の
み
２
０

０
円
必
要
）

■
定
員

10
組

■
申
込
資
格

伊
勢
市
・
明
和

町
・
玉
城
町
・
度
会
町
に
在
住

の
人

■
申
込
方
法

各
教
室
と
も
電
話

に
て
受
け
付
け

■
申
込
先

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
運
営
委
員
会
事
務
局
（
H

38
・
２
８
０
０
）

※
申
し
込
み
の
締
め
切
り
日
は
、

各
教
室
と
も
開
催
日
の
１
週
間
前

で
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

皆さん　各チームにご声援を

町制50周年記念　８月８～10日に中日本総合女子ソフトボール選手権大会
８月８日Uから10日Pの３日間、明和中学校第２グラウンドなどを会場に「第52回中日本総合女子ソフトボール選

手権大会（中日本ソフトボール連合ほか主催）」が開催されます。

大会では、一般女子・高校女子・中学生女子・小学生女子の４種目に、中日本９県から推薦されたチームが出場。

開会式を含めた３日間の日程で、各種目の優勝旗を競います。

町・町教育委員会では、この大会を「町制50周年記念事業」と位置付け、大会を盛り上げます。大会の主な日程は

次のとおりです。

主な日程（時間と場所）

■８月８日U 開会式（午後４時～、総合体育館）

■８月９日V 競技（①一般女子＝午前９時～、明和中学校第２グラウ

ンド、②高校女子＝午前９時～、明和中学校第２グラウンド同サッカ

ー場・総合グラウンド、③中学生女子＝午前９時～、明和中学校グラ

ウンド・明和中学校第２グラウンドサッカー場、④小学生女子＝午前

９時～、明和中学校グラウンド・大淀小学校グラウンド）

■８月10日P 競技（各種目とも＝午前９時～、明和中学校グラウン

ドまたは明和中学校第２グラウンドサッカー場）。各会場で競技終了

後に閉会式

※そのほか、詳しくは明和町総合体育館（H52・7130）へお問い合わ

せください。

町内から、明和中学校ソフトボール部と
雅スポーツ少年団が地元推薦枠で出場

第52回中日本総合女子ソフトボール選手権大会に、明和中学校ソフ

トボール部と雅スポーツ少年団が、地元推薦枠で出場します。

皆さん、地元各チームに、熱いご声援をお願いします。

※各チームの競技日程は、組み合わせ抽選会（７月19日V午後４時～、

総合体育館）で決定します。

明和中学校ソフトボール部の皆さん

雅スポーツ少年団の皆さん

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の

参
加
者
を
募
集

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ



14

人権センター＝H・I55-3052、教育課＝H52-7123、I52-7133

今
月
の
ひ
と
ま
ち

ふ
れ
あ
い
企
画

町
教
育
委
員
会
で
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ド
ク
タ
ー

朗
天
狗
（
ほ
が
ら
か
て
ん
ぐ
）
の

楽
し
く
心
あ
た
た
ま
る
「
読
（
よ
）

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す

男
性
の
料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

男
女
（
み
ん
な
）
の
連
絡
会

男
女
（
み
ん
な
）
の
連
絡
会
で

は
、
「
あ
る
も
の
で
ゴ
チ
ソ
ウ
！

食
事
は
元
気
の
源
！
」
を
テ
ー
マ

に
「
男
性
の
料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
で
お
い
し
い
料
理
を
食

べ
な
が
ら
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

７
月
23
日
8

午
前
10

時
〜
午
後
２
時
（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
調
理
室
　

■
対
象

男
性
＝
年
齢
不
問

■
定
員

20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費

５
０
０
円
（
お
み
や

げ
付
き
）

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ

ナ
（
手
ぬ
ぐ
い
可
）
、
パ
ッ
ク

容
器
（
持
ち
帰
り
用
）

■
募
集
期
間

７
月
１
日
7
〜
15

日
7

■
申
し
込
み
先

人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
そ
び
（
読
み
聞
か
せ
）
と
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

８
月
２
日
;

①
読
あ

そ
び
（
親
子
）
＝
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
、
②
講
演
会
（
大
人

の
み
）
＝
午
前
10
時
10
分
〜
11

時
10
分
（
幼
児
・
児
童
は
２
階

和
室
に
ご
案
内
し
ま
す
）

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室

■
講
師

朗
天
狗
　
し
ん
さ
ん

■
対
象
者

幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
の
親
子
（
大
人
の
み
の
参
加

も
可
）

■
定
員

80
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

無
料
（
整
理
券
不
要
）

※
講
演
会
中
の
託
児
（
無
料
）
が

必
要
な
人
は
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
定
員
30
人
で
、
対

象
者
は
、
２
〜
５
歳
児
で
す
。
７

月
18
日
:
ま
で
に
、
教
育
課
教
育

支
援
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
同
係
（
H
52
・
７
１
２

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まなびすて～しょん

読（よ）あそびと
講演会

20日に人権センターで夕涼み会
ぜひ、お出かけください

人権センターでは、恒例の「夕涼み会」を次のとおり開催しま

す。

地域の皆さんのふれ合いと

交流を目的とする夕涼み会

も、今年で９回目を迎えます。

各種ゲームや飲食コーナー

など、いろいろな催しを計画

して、皆さんの参加をお待ち

しています。

■とき ７月20日P 午後５時30分～８時（雨天順延）

■ところ 人権センター

■内容 ゲーム（輪投げ・ヨーヨー釣り・ウキウキ金魚すくい）、

飲食コーナー

（焼きそば・焼

き鳥など軽食）

など

※詳しくは、人権

センター（H55・

３０５２）へお問

い合わせくださ

い。
前回の夕涼み会の様子（ヨーヨー釣り）

前回の夕涼み会の様子（輪投げ）

朗天狗　しんさん

くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)
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５月16日 
  ～６月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

47件 

10件 

17人 

0人 

37件 

323件 

73件 

93人 

0人 

250件 

－20件 

－10件 

－25人 

重傷者数 2人 8人 －1人 

－1人 

－10件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年６月15日現在） 

～ 締めたかな　後ろの席も　シートベルト ～ 

本年１月 
  からの累計 

1（±0） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 1（±0） 

20（＋1） 3（＋2） 

15（ー1） 

■町内の刑法犯認知件数（平成20年５月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

７月11日～20日は「夏の交通安全県民運動」
夏の交通安全県民運動が、７月11日Uか

ら20日Pまでの１０日間にかけて実施され

ます。

この運動期間が終われば、子どもたちは

「うれしい、楽しい、大好きな夏休み」に入

ります。

子どもたちが楽しく夏休みを迎え、楽しく夏休みを過ごすためにも大人が

「交通安全」のお手本を示し、みんなで「交通安全」を実践し、「無事故で、

楽しく、平和」に過ごしましょう。

交差点での注意点は次のとおりです。

①交差点では、必ず止まり、左右をしっか

り確認しましょう。

②近づいてくる車があれば、無理に入り込

まず、通り過ぎるまで待ちましょう。

近
い
将
来
、
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
が
発
生
し
、
町
で
は
、

震
度
６
強
の
揺
れ
が
起
き
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
災
害

時
に
は
、
町
や
消
防
署
な
ど
の
人

手
が
地
域
に
行
き
届
く
の
が
難
し

三
重
県
地
域
防
災

教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
を
開
催

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
住
民
ど
う
し
が
助

け
合
い
、
速
や
か
に
消
火
・
避

難
・
救
助
活
動
を
行
う
自
主
防
災

活
動
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

危
機
管
理
室
で
は
各
自
治
会
な

ど
で
お
取
り
組
み
い
た
だ
く
自
主

防
災
活
動
な
ど
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
、
三

重
県
地
域
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
と
き

８
月
３
日
5

午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
対
象
者

自
主
防
災
組
織
・
自

治
会
役
員
・
消
防
団
・
福
祉
関

係
者
・
県
民

■
テ
ー
マ

自
主
防
災
活
動
と
災

害
時
要
援
護
者
対
策

■
講
師

三
重
大
学
災
害
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
　
准
教
授
　
川

口
　
淳
さ
ん

■
主
催

三
重
県
（
松
阪
地
域
防

災
学
習
塾
・
明
和
町
共
催
）

※
会
場
で
は
手
話
通
訳
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
危
機

管
理
室
（
H
52
・
７
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川
福
祉
施
設
組
合
の

職
員
募
集

宮
川
福
祉
施
設
組
合
で
は
、
平

成
21
年
度
採
用
の
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

①
介
護
職
員
＝
若

干
名
（
高
等
学
校
以
上
を
卒
業

の
人
お
よ
び
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

で
、
普
通
自
動
車
免
許
取
得

者)

、
②
看
護
職
員
＝
２
名

（
看
護
師
免
許
ま
た
は
准
看
護

師
免
許
取
得
の
人
）

■
応
募
方
法

や
ま
び
こ
荘
（
多

気
郡
大
台
町
江
馬
２
６
０
）
で

交
付
す
る
申
込
用
紙(

３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

最
終
学
校
卒
業(

見
込
み)

証
明

書
、
成
績
証
明
書
各
1
通
を
添

付
し
て
、
同
荘
ま
で
提
出

■
受
付
期
間
・
時
間

７
月
７
日

6
〜
８
月
１
日
:(

た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
試
験
日
程

①
介
護
職
員
　
第

一
次
試
験
＝
平
成
20
年
９
月
21

日
5
、
第
二
次
試
験
＝
後
日
連

絡
、
②
看
護
職
員
　
試
験
日
時

な
ど
は
後
日
連
絡

※
職
員
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
採
用
。
給
与
は
「
宮
川
福
祉

施
設
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
給
料
・
諸
手

当
を
支
給
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

詳
し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
ま
び
こ
荘
人
事
担
当
係
（
H
０

５
９
８
・
76
・
１
３
６
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
お知らせ
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

K

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,291人　 

11,253人　 

12,038人　 

7,735世帯 

６月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

21人 

15人 

62人 

36人 

５月中の増減 

 

 

各
種
が
ん
検
診
と

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

町
で
は
、
脳
卒
中
・
が
ん
・
心

臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
・
予
防
・
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
療
機
関

の
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
各

種
が
ん
検
診
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
・

子
宮
が
ん
検
診

■
対
象
者

①
胃
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
、
②

肺
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検

診
＝
20
歳
以
上
、
③
前
立
腺
が

ん
＝
50
歳
〜
69
歳

■
と
き

７
〜
10
月

■
と
こ
ろ

松
阪
地
区
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
町
内
お
よ
び
松

阪
市
内
の
病
院
・
医
院
・
診
療

所
。
た
だ
し
、
肺
・
大
腸
・
前

立
腺
が
ん
検
診
は
、
町
内
の
病

院
・
医
院
・
診
療
所

■
内
容

①
胃
が
ん
検
診
＝
問

診
、
胃
バ
リ
ウ
ム
造
影
、
②
肺

が
ん
検
診
＝
問
診
、
読
影
ま
た

は
問
診
、
読
影
、
喀
痰
、
③
子

宮
が
ん
検
診
＝
問
診
、
視
診
、

子
宮
頸
部
（
け
い
ぶ
）
の
細
胞

診
お
よ
び
内
診
、
④
大
腸
が
ん

検
診
＝
便
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
検

査
（
２
日
法
）
、
⑤
前
立
腺
が

ん
検
診
＝
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

■
負
担
金

①
胃
が
ん
検
診
＝
２

５
０
０
円
、
②
肺
が
ん
検
診
＝

読
影
の
み
８
０
０
円
、
読
影
・

喀
痰
１
３
０
０
円
、
③
子
宮
が

ん
検
診
＝
頸
部
１
３
０
０
円
、

④
大
腸
が
ん
検
診
＝
６
０
０

円
、
⑤
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
５

０
０
円
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は

無
料

※
検
診
を
受
け
る
と
き
は
、
検
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
長
寿

健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
医
療
機
関
へ
は
健
康
保
険
証

を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

（
検
診
票
が
な
い
と
受
診
で
き
ま

せ
ん
）
。
検
診
の
結
果
は
受
診
さ

れ
た
医
療
機
関
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■
対
象
者

①
本
年
度
40
歳
に
な

る
人
、
②
過
去
に
受
診
機
会
を

逃
し
た
人
、
③
大
き
な
外
科
処

置
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

や
、
妊
娠
・
分
娩
の
際
に
大
量

に
出
血
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、

定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け

て
い
な
い
人

■
と
き

７
〜
10
月

■
と
こ
ろ

町
内
医
療
機
関

■
負
担
金

無
料

※
検
診
を
受
け
る
と
き
は
長
寿
健

康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児

７
月
17
日

9
＝
平
成
17
年
12
月
生
ま
れ
、

８
月
21
日
9
＝
平
成
18
年
１
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

７
月
11
日

:
＝
平
成
18
年
12
月
生
ま
れ
、

８
月
８
日
:
＝
平
成
19
年
１
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

７
月
18
日

:
＝
平
成
16
年
12
月
生
ま
れ
、

８
月
22
日
:
＝
平
成
17
年
１
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

７
月
23
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前

日
ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
ま
で

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

自
然
の
中
を
歩
こ
う

13
日
に
健
康
ウ
ォ
ー
ク

み
ん
な
で
楽
し
く
、
多
気
町
の

天
啓
の
里
周
辺
を
散
策
し
な
が

ら
、
三
重
県
企
業
庁
南
勢
水
道
事

務
所
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

７
月
13
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
30
分
、
出
発
＝

午
前
８
時
45
分
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所

天
啓
の
里
駐
車
場

（
多
気
町
）

■
コ
ー
ス

約
３
・
５
㌔
。
天
啓

の
里
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
三

重
県
企
業
庁
南
勢
水
道
事
務
所

を
見
学
す
る
コ
ー
ス

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大
淀
祇
園
祭
・
花
火
大
会
の

写
真
作
品
を
募
集

町
観
光
協
会
（
橋
本
久
雄
会
長
）

で
は
、
７
月
26
日
;
（
雨
天
の
場

合
は
７
月
27
日
5
）
に
行
わ
れ
る

「
大
淀
祇
園
祭
・
花
火
大
会
」
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

そ
の
写
真
作
品
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

K

お知らせ
広報めいわ ７月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

K

収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■とき ７月16日S・30日S（開設時間は、いずれも午後５時15分～

８時30分）

■ところ・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■とき ７月６日・13日・20日・27日（各日曜日。開設時間は、いず

れも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時まで

の間は窓口を閉じさせていただきます）

■ところ・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

７月の町税・保険料納付（納期限＝７月31日T）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。

■固定資産税＝２期　■国民健康保険税＝４期
■介護保険料＝４期　■後期高齢者医療保険料＝１期
※納税には口座振替が利用できます。今月は28日Qに、お届けの預金

口座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預

金通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収

税対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

７月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

■
応
募
規
定

写
真
サ
イ
ズ
＝
四

つ
切
り
（
ワ
イ
ド
も
可
）
、
１

人
３
点
ま
で
、
合
成
写
真
は
不

可
。
所
定
の
応
募
用
紙
に
題

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
作
品
の
裏
面
に
添

付
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

提
出

■
応
募
先

明
和
町
観
光
協
会

（
〒
５
１
５
―
０
３
２
１
　
明

和
町
大
字
斎
宮
２
８
１
１
）

■
応
募
締
め
切
り

８
月
29
日
:

ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）

※
詳
し
く
は
町
観
光
協
会
（
H

52
・
０
０
５
５
）
へ
。

「
地
産
地
消
」
料
理
教
室
の

参
加
者
募
集

町
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議

会
（
斎
宮
地
区
）
で
は
、
「
地
産

地
消
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
料
理
教

室
の
参
加
者
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
と
き

８
月
８
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

い
つ
き
会
館

■
参
加
費

５
０
０
円
程
度

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
対
象
者

明
和
町
在
住
・
在
勤

の
人

■
申
し
込
み

７
月
31
日
9
ま
で

に
地
区
・
名
前
・
電
話
番
号

を
、
永
島
せ
い
子
さ
ん
、
ま
た

は
西
山
恵
子
さ
ん
へ

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
永
島
せ

い
子
さ
ん
（
H
52
･
５
２
２
０
）、

ま
た
は
西
山
恵
子
さ
ん
（
H
52
・

０
２
２
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

防
衛
省
が

自
衛
官
を
募
集

一
般
曹
候
補
生

■
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
■
受
付
期
間

８
月
１
日
:
〜
９

月
10
日
8

■
試
験
日

一
次
試
験
＝
９
月
20

日
;
、
二
次
試
験
＝
10
月
９
日

9
〜
16
日
9

２
等
陸
・
海
・
空
士

■
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
■
受
付
期
間

男
子
＝
年
間
を
通

じ
て
受
付
実
施
、
女
子
＝
８
月

１
日
:
〜
９
月
10
日
8

■
試
験
日

男
子
＝
受
付
時
に
案

内
、
女
子
＝
９
月
28
日
5
、
29

日
6

航
空
学
生

■
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間

８
月
１
日
:
〜
９

月
10
日
8

■
試
験
日

一
次
試
験
＝
９
月
23

日
7
、
二
次
試
験
＝
10
月
18
日

;
〜
23
日
9
、
三
次
試
験
＝
11

月
15
日
;
〜
12
月
12
日
:

看
護
学
生

■
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
24
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間

９
月
８
日
6
〜
30

日
7

■
試
験
日

一
次
試
験
＝
10
月
25

日
;
、
二
次
試
験
＝
11
月
22
日

;
・
23
日
5

防
衛
大
学
校
学
生

◎
推
薦
募
集

■
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

（
高
等
学
校
長
の
推
薦
必
要
）

■
受
付
期
間

９
月
５
日
:
〜
９

日
7

■
試
験
日

９
月
27
日
;
・
28
日

5
◎
一
般
募
集

■
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間

９
月
８
日
6
〜
30

日
7

■
試
験
日

一
次
試
験
＝
11
月
15

日
;
・
16
日
5
、
二
次
試
験
＝

12
月
16
日
7
〜
20
日
;

※
詳
し
く
は
、
防
衛
省
自
衛
隊
伊

勢
地
域
事
務
所
（
H
０
５
９
６
・

23
・
３
８
８
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp

７
月
号

今月のお話会・ふるさと会館

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

７月19日Vに鈴鹿市の県消防学校で開催される

「三重県消防操法大会」に、松阪支会（明和町、多

気町、大台町、松阪市）の代表として出場する町消

防団の操法選手を、シリーズでご紹介します。

第１分団（明星） 中村幸司さん

昨年夏から訓練を始め１年。消防

関係の皆さん、ご指導ありがとうご

ざいます。長かったですが、私たち

選手一同、大会本番にすべてをかけて

頑張ります。町民の皆さん、７月19日は

ぜひ応援をお願いします。

第２分団（斎宮） 小山隆伯さん

操法選手に選ばれて、全国大会を

目指せることに、喜びとプレッシャ

ーを感じています。

今までサポートしていただいた皆さ

んの期待にこたえるため、また悔いが残らないよう

に、さらに訓練に励み、大会で力を発揮したいと思

います。

■とき・内容 ①７月７日Q＝午前９時30分～正午、行

政・心配ごと相談、②７月22日R＝午後１時30分～４時、

心配ごと相談

■ところ 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H52・7056）へ。

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成
2
0
年

（
2
0
0
8
年
）

N
o
.
4
8
8

ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせ

を、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 7月27日P 午後２時～ 絵本「ラチ

とらいおん」「ありとすいか」、紙芝居「ぞうさん

のすべりだい」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

●ミルキーウェーの皆さんによる夕涼みお話し会

■とき ７月25日U・午後７時～

■ところ ふるさと会館１階

●図書館員によるお話し会

■とき・内容 ７月24日T 午前11時～11時30分

乳幼児と保護者向けのお話し会。０歳児からでも大

丈夫です

■ところ ふるさと会館１階児童図書室

●趣味の作品展

老人クラブ連合会の皆さんの素晴らしい作品を展示

します。皆さんのご来館をお待ちしています。

■とき ７月８日R午後～30日S

■ところ ふるさと会館２階（歴史民俗資料館）

【７月の休館日】

７日Q・14日Q・21日Q・28日Q

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へお問い

合わせください。

●おはなし会（要予約）

「おはなし小槌」の皆さんによる楽しい絵本や紙芝

居の読み聞かせです。今回は「七夕」にちなんだお話

です。ほかにも、七夕飾りを作ったり、短冊にお願い

事を書いて、笹に飾ります。ぜひご参加ください。

■とき ７月６日P 午前10時～11時

■参加費 無料

■定員 20組

●草木染め体験（要予約）

夏しかできない藍の生葉染めです。絹にハンカチや

スカーフを染めましょう。

■とき ７月26日V 午前10時～午後０時30分

■参加費 600円～

■定員 20名

※ただいま予約を受け付けています。詳しくは、いつ

きのみや歴史体験館（H52・3890）へお問い合わせ

ください。

今月の行政・心配ごと相談
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